丹羽高等学校体育施設スポーツ開放実施要領

１　趣　　旨

　　交通機関の発達や、テレビ等の普及により、青少年をはじめ各年齢層に体力低下の

　傾向がみられる現在、心身の健全な発達と明るく豊かな生活の形式を築く上において、

　社会体育の充実が要求されます。そこで県立丹羽高等学校の体育施設開放を実施し、

　住民の体育・スポーツに対する欲求を満たし体力づくりと体育・スポーツ愛好者の底

　辺の拡充をはかる。

２　開放実施の日時

　　要綱第２条・第５条において運営委員会で協議し、委員長が定めた次の日時の体育

　施設を開放する。

（１）対象施設は運動場とする。

（２）昼間は祝日と日曜日を開放する。

（３）夜間は次のとおりとする。

　　　ア　その年の４月１日～翌年３月３１日までとする。（ただし、１２月２８日～

　　　　　１月３日は除く。）

　　　イ　曜日を問わず定められた日数について開放する。

· 途中学校の都合により一部開放できないときもある。

３　運営委員会の構成

（１）教育委員会の教育長並びに事務局若干名

（２）丹羽高等学校長並びに学校職員若干名

（３）地域代表者若干名（体育協会理事長・体育指導委員代表・管理指導員代表）

４　管理指導員

　　開放時における施設の管理及び指導のため、管理指導員をおく。

（１）資格

　　　大口町・扶桑町に在住・在勤するもので、運営委員会において審議し、委嘱のあ

　　った者。

（２）任期

　　　毎年４月１日から翌年３月３１日までの１ヵ年とする。ただし、年の途中で委嘱

　　した場合は、その残任期間とする。

（３）職務

　　　ア　危険な行為、施設の管理保全上支障のある行為及び他人の迷惑になる行為に

　　　　対し、適切な指導・監督をする等、利用者の事故防止並びに施設の適切な利用

　　　　に努める。

　　　イ　事故発生のときは、応急処置をし、事故発生届により報告する。

　　　ウ　施設の利用終了後における清掃及び用具の管理等を指導するなど、当該施設

　　　　等の異常の有無を点検確認し、施錠施設に対しては施錠するとともに、夜間照

　　　　明施設等の施設の管理・保全に努める。

　　　エ　管理日誌に当日の状況を記入する。

５　開放許可の日および時間

（１）利用時間は１単位時間を３時間とする。（原則）ただし、夜間照明の点灯時間は、

　　最大限２時間３０分とする。利用時間の延長は認めない。

（２）利用時間については、清掃および用具の整理等の時間を含むものとし、許可を受

　　けた時間内に利用を完了し退出すること。

６　夜間照明の点灯時間と使用料金

（１）照明できる時間は、原則として４・５・６・７・８・９月は、午後７時００分～

　　同９時３０分までとし、１０・１１・１２・１・２・３月は、午後６時３０分～同

　　９時００分までとするが、季節によって照明時間を短縮することがある。

（２）１回の使用料金は、１単位時間一律５，０００円とする。使用中に、降雨その他

　　の理由で使用が不可能になったときは、使用した実費を時間割りで徴収する。

（３）雨天又は運動場の状態が悪く、使用が中止になったときは、翌月優先的に貸し出

　　すことを前提とし、返金しないことを原則とする。

７　夜間照明施設利用のための申し込み方法および利用許可

（１）申し込みは、前月の第３土曜日の午前９時３０分～同１０時までとし、丹羽高等

　　学校施設利用希望受付け用紙（第１以下「受付け用紙」という）を事務局に提出す

　　る。利用日時の重複のない時は、夜間照明施設利用許可申請書を提出し許可を受け

　　る。

（２）希望者が多く割振りの不可能な場合は、毎月第３土曜日の午前１０時から一斉に

　　抽選会を行う。

　　　ア　抽選会場において受付け用紙を提出する。

　　　イ　希望日の重複しているところのみ抽選を行う。

　　　ウ　使用日の決定した団体は、夜間照明施設利用許可申請書と夜間照明使用料金

　　　　を添えて事務局へ提出し、利用許可を受ける。

８　使用料の還付

　　すでに徴収した夜間照明使用料金は、次にあげる場合を除き還付しない。

（１）利用者が公用又は公共用に供するために許可を取り消されたとき。

（２）利用者が使用日前１０日までに、使用の取り消しを届けたとき。

（３）利用者の原因によらない理由により、使用が不可能となり、又は使用を中止しな

　　ければならなくなったとき。

９　清掃及び喫煙等火気使用

（１） 使用後の清掃は確実に行い、あきかん・ゴミ等はすべて持ち帰るようにすること。

（２）学校敷地内では禁煙とする。

１０　登録証及び学校施設利用許可証

（１）登録証及び学校施設利用許可証は、使用する責任者が所持し、管理指導員に提出

　　する。

（２）登録証・許可書（証）を他の団体に貸与しないこと。

（３） 登録証を紛失したら、速やかに運営委員会に連絡し、再交付の手続きをすること。

１１　備品・用具等

　　開放施設を使用するとき、使用する備品・用具については、当分の間使用団体にお

　いて用意するものとする。　　

１２　管理指導員の腕章

　　運営委員会から委嘱された管理指導員は、開放施設においてその任務を遂行する

　ときは、定められた腕章を着用すること。

１３　管理上の責任

　　開放中の利用者の事故については、利用者の責任であるが、開放施設・設備の瑕疵

　により発生した事故については、その責任を県教育委員会が負うこととし、スポーツ

　開放運営上の過失による事故については、町がその責任を負うものとする。

１４　その他

（１）事務局は両町の２年交替とする。

（２）利用者は、「使用者の心得」を遵守の上使用すること。

（３） この要領に定めるものを除き、実施に際して必要な事項は、運営委員会で定める。
